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Abstract: Walking while texting reduces attention to the surroundings, decreases walking speed,

and staggers walking. In fact, the percentage of injuries associated with walking while texting is

increasing. The use of smartphones is expected to spread more and more in the future. In this

paper, we consider the effect of a signboard with a mirror to suppress walking while texting.

1 歩きスマホのリスク

スマートフォンは我々の生活に欠かせない存在であ
る．総務省平成 30年版情報通信白書 [1]によると 2017

年における個人のスマートフォン保有率は 60.9%であ
り，多くの人がスマートフォンを利用していることが
わかる．また，キャッシュレス化に伴い，スマートフォ
ンでの決済の利用率は半年で約 3倍に増加している [2]．
SNSの利用についても増加しており，利用率は 2012年
の 41.1%から 2016年には 71.2%まで上昇している [3]．
このようなことから，今後スマートフォンの重要性が
さらに高くなると考えられる．
スマートフォンの普及が進む中で我々はその危険に
も目を向ける必要がある．依存症，視力への影響，サイ
バー攻撃など様々な危険が挙げられるが，その中でも
本稿では，歩きながらスマートフォンを操作する「歩
きスマホ」の危険を検討する．
まず，歩きスマホは歩行に影響を及ぼす．歩きスマ
ホを行うことで歩行速度が減少する [4, 5, 6]ことに加
えて，歩行にふらつきも現れる [6]．
反応力，注意力も低下する．聴覚，視覚の両方の注
意力が低下し [7]，特にゲームをしているとて反応時間
が長くなる [8]．また，歩行とスマホ操作の二つの動作
の両方に注意を向けることもできない [4]．
インターネット依存に関する研究 [9]によると，アン
ケートに回答した大学生のうち約 7割が歩きスマホを
したことがあると回答した．歩きスマホの内容として
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はメッセージ（SNS）の割合が一番多かった．また，駅
構内における歩きスマホの実態調査 [10]でも，歩きス
マホの内容としてメッセージアプリ，SNSが多く行わ
れていることがわかる．さらに，歩きスマホをしてい
た人の 4割ほどが，歩きスマホを行った理由として「ス
マホを無意識に使ってしまうため」と回答していた．以
上のことより，歩きスマホが常態化している人が一定
数いることがわかる．
では多くの人が行っている危険な歩きスマホに関連
した怪我についてはどうだろうか．米国消費者製品安
全委員会のデータによると，歩行者の怪我のうち歩き
スマホに関連した怪我の比率が増加している [11]．ま
た，歩きスマホの怪我の件数は自動車運転中にスマー
トフォンを使用した際の怪我の件数を上回っている．
このように歩きスマホは危険な行為であり，今後ま
すますスマートフォンの利用が広がることが予想され
る中，歩きスマホについて対策を考えることが必要で
ある．そこで本稿では，鏡を用いた標識による歩きス
マホ抑制効果について検討する．

2 これまでの対策

歩きスマホの対策について既にさまざまな案が提案
され，実施されている．
多く試されているのはアプリケーションやシステム
の構築である．歩きスマホをしている際の危険を察知
し，スマートフォン上に警告の表示や，スマートフォ
ンの通信の遮断などを行い，歩きスマホの中断を求め
るものである [12, 13, 14]．しかし，これらは歩きスマ



ホ自体を中止させるものではなく，接触事故などの危
険が迫ったときにだけ警告を発するものであり，歩き
スマホ自体の減少には繋がらない．
歩きスマホ防止のためのアプリケーションはドコモ，
ソフトバンク，auの各携帯会社から提供されているが，
先に述べたものと違い，歩きスマホを検知し，スマー
トフォンを操作することをできなくするものである [15,

16, 17]．歩きスマホ自体を防止することができるが，イ
ンストールが任意であるため全てのスマートフォンユー
ザーへの対策にはならない．
法整備という対策もある．実際にアメリカ合衆国ニ

ュージャージー州フォートリーでは，歩きスマホを禁
止する条例が 2012年に制定され，違反者には罰金が科
されることとなっている [18]．しかし，法整備には時
間が必要であり，罰金への反感も起こりうるため導入
のハードルは高い．
また，啓発キャンペーンも行われてきた．2012年 4

月にフィラデルフィアでエイプリルフールのジョーク
として歩きスマホ専用レーンが設置された．このレー
ンは歩きスマホ専用のレーンである．ジョークにもか
かわらず，歩きスマホ意識向上に役立った [18]．
仕掛学を用いた歩きスマホ防止策の先行事例に「お
しゃべりスマホ」がある．指向性スピーカーを使い，警
告音をスマホが喋っているかのように歩きスマホをし
ている人に聞かせる仕掛けであり，直接警告するより
不快感を減らすことがわかった [19]．

3 鏡を用いた標識の仕掛け

3.1 仕掛学的アプローチ

ここで仕掛学的アプローチに基づいた歩きスマホの
解決策を考える．仕掛けは，つい行動したくなるよう
なきっかけのことであり，公平性，誘引性，目的の二
重性の 3要件を満たすものとして定義される [21, 20]．
仕掛けを用いることで，先に述べたアプリケーション
や法整備のように強制的に歩きスマホを減らすのでは
なく，歩きスマホを中止するように行動を誘引するこ
とができる．また，自ら行動を変えるため罰金のよう
に不快感を与えることもない．

3.2 鏡を用いた標識の仕掛け

おしゃべりスマホは聴覚にアプローチした仕掛けで
あった．本研究は鏡を用いて視覚にアプローチした仕
掛けを提案する．
鏡は自己意識を操作するので，鏡を通して自身の姿
を見たときに，自身がこうあるべきと考えている行動
を取るようになる [22]．多くの人は歩きスマホはすべ

図 1: 鏡なし標識．

図 2: 鏡あり標識．

きではないと考えている [23]．その自己意識を鏡を使っ
て引き出すことで，「歩きスマホはすべきではない」と
いう個人の態度を反映した行動を引き起こし，歩きス
マホを中止できると考えられる．
そこで本研究では，鏡を取り付けた看板を用いて歩
きスマホの抑制効果を検証する．図 1は鏡を取り付け
る前の標識，図 2が鏡を取り付けた状態の標識であり，
どちらも実験に用いたものである．
鏡に自分の姿が映ることによって不特定多数へのメッ
セージではなく自分へ向けたものであると意識させる
ことができる．また，鏡自体が目を引くきっかけにな
り看板への注目を集めることができる．加えて，入手
しやすい鏡1を用いるため誰でも活用しやすく，広いス
ペースを必要としないため多くの場所で利用すること

1本研究で用いた鏡は 100 円ショップで購入したものである．



図 3: 鏡なし条件．

図 4: 鏡あり条件．

が可能である．駅構内などの混雑する場所でも実施で
きると考えられる．

4 実験

4.1 実験の概要

鏡を用いた標識によって自発的に歩きスマホを中止
するかどうかを検証する．実験は大阪大学豊中キャンパ
ス共通教育棟のピロティで，2019年 6月 17日，18日，

表 1: 実験条件の割当．
時間帯

日付 10:15～10:30 11:55～12:10 14:25～14:40

6/17 鏡なし 鏡あり 鏡なし
6/18 鏡あり 鏡なし 鏡あり
6/21 鏡なし 鏡あり 鏡なし
6/24 鏡あり 鏡なし —

7/10 鏡なし 鏡あり —

7/12 鏡あり 鏡なし —

7/16 — 鏡なし 鏡あり

表 2: 鏡なし条件の実験結果．
歩きスマホ

スマホなし 継続 中止 計
男 1069 124 5 1198

女 411 31 1 443

表 3: 鏡あり条件の実験結果．
歩きスマホ

スマホなし 継続 中止 計
男 1044 67 17 1128

女 412 26 9 447

21日，24日，7月 10日，12日，16日に行った．実験
を行った時間帯は，10:15～10:30，11:55～12:10，14:25
～14:40で，いずれも授業終了 5分前から休憩時間を含
む 15分間である．実験条件は，鏡ありの看板と鏡なし
の看板の 2条件で，ピロティの通行人を離れたところ
から観察し，目視でデータを取得した。観測項目は性
別，歩きスマホしていたかどうか，歩きスマホを継続
したか中止したかの 3項目である．実験の様子を図 3,

4，実験条件の割当を表 1に示す．

4.2 実験結果

表 2は鏡なし条件，表 3は鏡あり条件での実験結果を
まとめたものである．全体で歩きスマホをしていた人の
割合は 8.7%であった．鏡なしの条件において歩きスマ
ホを中止した人の割合は歩きスマホを行っていた人の
うちの 3.9%であった．鏡ありの条件下ではその割合が
30.0%となり，歩きスマホを中止した人が統計的に有意
に増加したことがわかった（χ2(1) = 20.45, p < 0.001）．
鏡あり条件における男女差には有意差は認められなかっ
た（χ2(1) = 0.17, n.s.）．



4.3 考察

分析結果より，鏡のついた標識は歩きスマホ抑制に
効果があることが明らかになった．観測時には歩行者
から「おもしろい」という声も聞こえてきており，不
満を口にした人はいなかったことから，仕掛けは抵抗
なく受け入れられたと考えられる．
鏡に自分の姿が映ることによって不特定多数へのメッ
セージではなく自分へ向けたものであると意識させる
という仕掛けの狙いについては，鏡のサイズが小さく，
通行者全ての姿が見られるようにはならなかったため，
通行者の位置によって効果はまちまちであった．鏡か
ら離れたところを通行した人は鏡に映る自身の姿を見
ることができず，仕掛けが働かなかった．鏡のサイズ
を大きくして見える範囲を拡大する，設置する高さを
調節して離れた人も見ることができるようにするなど
の改善点が明らかになった．

5 まとめ

スマートフォンの普及に伴い，歩きスマホの問題の
早急な解決が求められている．本研究では自己意識に
アプローチした鏡を用いた標識の効果検証を行った．実
験の結果，鏡を用いた標識は歩きスマホ抑制に効果が
あることがわかった．
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